
 

 

MJC  

 マックジョブという言葉が、私のカウンセリングルー

ムでは話題になることが増えています。どうやら１０年

くらい前からある言葉のようですね。語源となった企業

には申し訳ないのですが、私はこの言葉の意味をよくわ

かっていません。しかし、お話しを聴いていると「誰で

もできる」「低賃金」「長時間労働」の仕事のような意味

で使われています。 

 しかし、人によっては、特別な知識や技術を必要とせ

ず、少ない努力で就くことのできる仕事として、どちら

かというと（その人にとっては）良い意味で使われる人

もあります。 私が何に引っかかったかというと、同じ

単語でも、人によって価値観や意味が異なって伝わって

くるということです。「マックジョブ」について気にし

ていると、AIの進化によって職業が淘汰されるという

記事の中でみかけたり、幸福を研究している心理学者が

マックジョブによる自己実現の話をしていたりと、なに

かと目に留まってしまいます。 

 そんな折に、今年新卒で入社されたという男性から、

先日、転職のご相談があり、その中で、こんなお話しが

ありました。 

「令和の時代は、マックジョブが流行るという話を聞い

た。自分は子どもの頃か勉強ばかりさせられてきた、一

流と言われる大学を出て、名の通った企業に就職した。

将来のためと大人から言われて努力してきたけれど、い

ざその“将来“になった今でも、変わらず、スキルアッ

プとか言って、会社から勉強を求められている。それな

のに新しい時代には、たいした努力をしなくてもいいマ

ックジョブという仕事が流行るらしいじゃないか。も

う、とにかく楽がしたい！！」 

文字にしてしまうと伝わらないかと思いますが・・・ 

 色々とツッコミどころを見つけられるかもしれません

が、この方は、大変にまじめな人でして、不平不満とい

うものを人前でほとんど言ったことがないまま大人にな

ったような人です。「大人になってみたら話が違った」

と本気で傷ついておられました。 

カウンセリングを利用されるようになってから、少し

ずつご自分の中にあった気持ちが言葉にできるようにな

ったばかりでした。幼い被害者意識という見方もありま

すが、私は気の毒に感じました。 

 できるだけ丁寧に質問をしてわかったことですが、こ

の人は就職活動のときに、志望理由と自己 PR をしてい

ないそうです。どうしてもその二つが理解できず、書け

ないままでいたところ、そこを問われない企業があり、

受けたら受かったとのことでした。だから、入社した企

業のこともあまり調べないまま採用になっていたので

す。仕事が始まってみると、知識や技術を学ばされた

り、研修があったり、想像さえしていなかったことばか

りでした。優秀な大学を卒業されているためか、与えら

れた仕事、課題は卒なくこなされているようです。もし

かしたら、採用面接のときにも多少個性的な発言があっ

ても、学歴が助けてくれたということもあるかも知れま

せん。 

実は、私のところで、このようなケースがお一人では

ないので、いくつかのお話しを混ぜてぼかして書きまし

た。 

『マックジョブ』という言葉の意味を私なりにまとめる

と、「マニュアル化、システム化されていて、就きやす

く、辞めやすい仕事」という言い方もできるかと思いま

す。 そして、マニュアルやシステムには、適した人

と、適さない人がいらっしゃるだけではなく、自覚がな

いまま、マニュアルやシステムの中で過ごしていて、自

分の意思がなくても、マニュアルやシステムがある程度

の答えを出してくれているという人がかなり存在してい

るのではないかと思えてきました。 



 

 

 子どもの頃から、親や先生の指示に素直に従い、受験

というシステムに沿ったマニュアルに対して、特に自己

主張も反発もないまま行動していると、設定されたシス

テムどおりの社会人になる・・・ 

 もう少し私の妄想を進めますと、マックジョブとは反

対側にあるはずの大手企業の専門職に就かれている人の

中には、世間で言われているマックジョブ以上に『マッ

クジョブ的』に働いている人がいるのではないかという

気がしてしまいます。マニュアルやシステムの良い所

は、知識や技術のない人、経験やセンスのない人たちで

も、そのやり方に従っていれば、あまり失敗することが

ないように出来ているところです。 

社会人になるまで自身の考えや目的がない人でも、た

とえば、受験マニュアルやシステムに応える力さえあれ

ば、世間で羨ましがられる立場に立つことができるわけ

です。ただし、幸福かどうかは別の話です。『マックジ

ョブ』が主流だと聞き、「そっちの楽なシステムのほう

が良かった！」と思ってしまわれたことも、これまでの

人生で意思や願望ではなく、プログラムのように出され

たコマンドに従ってこられた人にとっては無理のないこ

となのでしょう。 

 先日、一度もアルバイトをしたことがないという大学

生から、「自分は接客は向いていないと思うのでコンビ

ニやファーストフードの仕事は無理ではないか」という

お話しがあり、私は悩みました。 

それらのお店を利用すると、ときどき、ほとんど言葉

の通じない外国の人が働いておられることがあります。

それだけマニュアルもシステムも出来上がっているので

はないかと思います。実際、私はカタコトのやり取りで

用事を済ませることができています。考えた結果「接客

というのはもうちょっと個性を出して工夫しなくてはい

けない仕事ではないかな・・・君の挙げた仕事は意外と

いけるかも・・・」とお答えしました。 

たしか、何年か前に賞を取った小説に、人間として生き

ることがよくわからないという女性がコンビニで働くこ

とで生きやすさをみつけていくという話があったような

なかったような・・・ 

 江戸時代は身分や階級がわかれていて、マニュアルと

システムに縛られて一生を終えるという意味で『マック

ジョブ的』であるという人もいます。多様化多様性がや

たらと言われる現代ですが、マックジョブという概念を

ひとつとってみても、社会の複雑さが浮かびます。 

・・・いえ、もともと、人間というものは個性的で複雑

であるので、それらを束ねて同じように扱うことに無理

があるということでしょうか。カウンセラーという仕事

はマックジョブではないという人もありますが、これに

も私は悩みます。 

 理論ができたり、教科書があったり、技法や療法が統

計的に整備されたり、学校で教えたりして、自然科学的

な客観性が求められたりもします。「科学的である」と

は、誰がやっても同じ結果が出るものでなければなりま

せん。カウンセラーによって違った結果になってしまう

ことをよしとするか、どのカウンセラーが担当しても同

じ結果を目指してよい意味でのマックジョブ化を目指し

ていくべきか、あなたはどう思われるでしょう？ 
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